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１ 外傷サーベイランスの全体像 

久留米市では、様々なデータを活用し、各領域をカバーしている。 
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２ 外傷サーベイランスを構成するデータ 

外傷サーベイランスを構成するデータについては、持続可能なシステムにするために、 

次のとおり継続的なデータ収集の計画を立て収集・記録している。 

№ 
データの名称 

       （収集先） 

内容 

（収集頻度） 

活用する対策委員会 

交通 
児童
虐待 

学校 高齢者 防犯 ＤＶ 自殺 防災 

① 
人口動態統計 死亡に関する情報 

（毎年） 
●   ●   ●  

（厚生労働省） 

② 
救急搬送データ けがや事故による救急搬送の情報 

（毎年） 
●  ● ●   ●  

（久留米広域消防本部） 

③ 
警察統計 交通事故や犯罪に関する情報 

（毎年） 
●  ●  ●    

（久留米警察署） 

④ 
災害給付制度データ 学校のけがや事故に関する情報 

（毎年） 
  ●      

(日本スポーツ振興センター) 

⑤ 
久留米市民意識調査 けがや事故、犯罪、災害等への 

意識に関する情報（5 年に 1 回） 
● ● ● ● ● ● ● ● 

（久留米市） 

⑥ 

久留米市の SC に関する実態調査 けがや事故及びSCの取組に関す

る情報（5 年に 1 回） 

※R7 年度に市民意識調査に統合 

● ● ● ● ● ● ● ● 
（久留米市） 

①人口動態統計 

③警察統計 

②救急搬送データ 

⑥久留米市の SC に
関する実態調査 

⑤久留米市民意識調査 

④日本スポーツ
振興センター 
災害給付制度

データ 
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【個別データ】 

№ 
データの名称 

       （収集先） 
内容・収集頻度 

活用する対策委員会 

交通 
児童
虐待 

学校 高齢者 防犯 ＤＶ 自殺 防災 

1 
自転車駐車場利用者アンケート 自転車安全利用に関する情報 

（毎年） 
●        

（久留米市） 

2 
家庭子ども相談課相談記録 児童虐待発生や相談に関する情報 

（毎年） 
 ●    ●   

（久留米市） 

3 
児童相談所相談記録 児童虐待発生や相談に関する情報 

（毎年） 
 ●       

（福岡県） 

4 
児童生徒の問題行動に関する調査 いじめの発生・解決件数等に関す

る情報（毎年） 
  ●      

（文部科学省） 

5 
あんぜんアンケート 小学生の安全に対する意識に関

する情報（毎年） 
  ●      

（久留米市） 

6 
高齢者実態調査 高齢者の転倒や虐待に関する認

識等に関する情報（3 年に 1 回） 
   ●     

（久留米市） 

7 
長寿支援課記録 高齢者虐待の発生や相談に関する情報 

（毎年） 
   ●     

（久留米市） 

8 
市政アンケートモニター 体感治安や市政への意向・ニーズ

に関するアンケート（毎年） 
    ●    

（久留米市） 

9 
男女平等に関する市民意識調査 ＤＶや男女平等に対する意識に

関する情報（5 年に 1 回） 
     ●   

（久留米市） 

10 
男女平等推進センター記録 ＤＶ発生や相談に関する情報 

（毎年） 
     ●   

（久留米市） 

11 
自殺の原因・動機別データ 自殺について原因や動機別に表

した統計データ（毎年） 
      ●  

（警察庁） 

12 
保健予防課記録 精神保健相談等に関する情報 

（毎年） 
      ●  

（久留米市） 

13 
防災対策課記録 自主防災活動等に関する情報 

（毎年） 
       ● 

（久留米市） 
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３ 外因死に関する状況 

※ここでいう外因とは、病気や老衰ではない、その他の要因で起こるけがや事故のこと。 

 

（１）外因による死亡者数（人口動態統計） 

   久留米市の外因による死亡者数は、令和 4 年以降増加している。 

増加の要因については、今後検証していく必要がある。 

 

  ■[図 3-1]外因による死亡者数、及び人口 10万人当たりの数の推移 
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（２）年齢階級別の死亡原因上位（福岡県保健統計年報）  ※病気等による死亡含む 

   外因及び病気等による死亡原因を年齢層ごとにみると、自殺が 10 歳代から 30 歳代までの死

亡原因の 1 位、40 歳代から 50 歳代では 2 位となっている。 

 

 ■[図 3-2]R1～R5年の年齢階級別の死亡原因上位５位      ※( )内は人数 

年齢層 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

0～9 歳 
染色体異常等

(9) 

その他の症状

（7） 

周産期に発生した病態（5） 

不慮の事故（5）…窒息(2)、交通事

故・転倒転落墜落・溺死溺水(1) 

新生物〈腫

瘍〉(4) 

10～19

歳 
自殺(10) 

新生物〈腫瘍〉

(5) 

神経系の疾患

(4) 

不慮の事故(2) 

…交通事故・転倒転

落墜落(1) 

周産期に発生した

病態・染色体異常

等・その他の外因

(1) 

20～29

歳 
自殺(30) 

神経系の疾患

(6) 

新生物〈腫瘍〉(5) 

不慮の事故(5)…交通事故(5) 

内分泌、栄養及び

代謝疾患・心疾

患・染色体異常

等・その他の症状

(4) 

30～39

歳 
自殺(34) 

新生物〈腫瘍〉

(19) 

その他の症状

(11) 
不慮の事故(9) 心疾患(4) 

40～49

歳 

新生物〈腫瘍〉

(107) 
自殺(51) 

心疾患(19) 

脳血管疾患(19) 

その他の症状

(18) 

50～59

歳 

新生物〈腫瘍〉

(238) 
自殺(56) 心疾患(48) 脳血管疾患(43) 

消化器系の疾患

(37) 

60～69

歳 

新生物〈腫瘍〉

(715) 
心疾患(76) 

消化器系の疾患

(73) 

消化器系の疾患

(68) 
脳血管疾患(67) 

70～79

歳 

新生物〈腫瘍〉 

(1,521) 
心疾患(228) 

脳血管疾患

(209) 

その他の呼吸器

系疾患(208) 
肺炎(146) 

80～89

歳 

新生物〈腫瘍〉

(1,697) 
心疾患(703) 

その他の呼吸器

系疾患(472) 

脳血管疾患

(458) 
老衰(362) 

90 歳以

上 
老衰(1,008) 心疾患(874) 

新生物〈腫瘍〉

(766) 

その他の呼吸器

系疾患(379) 

脳血管疾患

(339) 
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（３）死亡統計における不慮の事故等のデータ（人口動態統計） 

  ①年齢層別 不慮の事故等による死亡の上位５位 

   10～69 歳の自殺の件数は他の要因と比較して特に多い。 

   また、高齢になるほど溺死･溺水、転倒･転落、窒息による死亡が多い。 

 

 ■[図 3-3]R2～R6 年の不慮の事故等による死亡の上位 5 位    ※( )内は人数 

年齢層 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

0～9 歳 窒息(2) 
交通事故(1) 

    
転倒･転落(1) 

10～19

歳 
自殺(12) 交通事故(2) 窒息(1)     

20～29

歳 
自殺(32) 交通事故(5)       

30～39

歳 
自殺(36) 

溺死･溺水(3) 
転倒･転落(2) 

窒息(1） 

交通事故(3) 煙・火(1） 

40～49

歳 
自殺(53) 

溺死･溺水(3) 転倒･転落(2) 

窒息(3） 煙・火(2） 

50～59

歳 
自殺(58) 交通事故(5) 溺死･溺水(4) 

その他不慮の

事故(3) 

窒息(2） 

煙・火(2） 

60～69

歳 
自殺(33) 溺死･溺水(16) 窒息(10) 交通事故(9) 転倒･転落(6) 

70～79

歳 
溺死･溺水(67) 自殺(29) 転倒･転落(16) 

その他不慮の

事故(14) 
窒息(12) 

80～89

歳 
溺死･溺水(91) 転倒･転落(48) 

その他不慮の事

故(40) 
窒息(21) 自殺(14) 

90 歳以

上 
転倒･転落(57) 溺死･溺水(29) 窒息(23) 

その他不慮の

事故(20) 

交通事故(4) 

自殺(4） 

合計 自殺(271) 
溺死･溺水

(213) 

転倒･転落

(132) 

その他不慮の

事故(80) 
窒息(75） 
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（前ページと比較） 

  過去の累計と比較すると、全体的に交通事故、自殺による死亡が減少している。 

  一方、転倒・転落による死亡は増加している。 

【平成 25 年認証申請書より】 

 ■[図 3-4]H19～H23 年の不慮の事故等による死亡の上位 5位    ※( )内は人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢層 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

0～9歳 溺死･溺水(2) 交通事故(1)

10～19歳 自殺(8) 交通事故(5) 転倒･転落(1)

20～29歳 自殺(38) 交通事故(7) 溺死･溺水(4) 煙・火(1)

30～39歳 自殺(59) 交通事故(6) 中毒等(4) 転倒･転落(2) 他殺(1)

40～49歳 自殺(59) 交通事故(6) 中毒等(3) 溺死･溺水(2) 転倒･転落(1)

60～69歳 自殺(56) 溺死･溺水(14) 交通事故(12) 窒息(10) 転倒･転落(7)

70～79歳 溺死･溺水(44) 自殺(40) 窒息(26) 転倒･転落(25) 交通事故(17)

80～89歳 溺死･溺水(55) 窒息(22)
その他不慮の事故

(28)
転倒･転落(24) 自殺(21)

合計 自殺(369) 溺死･溺水(143) 窒息(115) 転倒･転落(88) 交通事故(84)

交通事故(6)

その他不慮の事故

(6)

90歳以上 転倒･転落(23) 溺死･溺水(11)窒息(22)
その他不慮の事故

(8)

50～59歳 自殺(86) 交通事故(13) 溺死･溺水(4) 窒息(7)

R2～R6：48 件 
R2～R6：271 件 

R2～R6：132 件 R2～R6：213 件 

R2～R6：75 件 
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  ②［男性］不慮の事故、自殺による死亡数（人口動態統計） 

   10～60 歳代は自殺の件数が最も多く、女性に比べて男性の方が多い。 

70 歳以上は、溺死･溺水、窒息、転倒･転落の件数が多くなる。 

80 歳代の件数が最も多く、要因として溺死･溺水の件数が多い。 

 

 ■[図 3-5]男性の年齢層別の不慮の事故等による死亡数（R2～R6年の 5年間累計） 
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自殺 0 5 23 28 36 39 17 15 9 3 175

その他不慮の事故 0 0 0 0 1 3 2 11 26 10 53

中毒 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

煙・火 0 0 0 1 2 2 0 1 1 1 8

窒息 1 1 0 1 1 1 8 8 14 8 43

溺死・溺水 0 0 0 3 2 4 11 41 42 18 121

転倒・転落 0 0 0 2 2 0 5 10 25 18 62

交通事故 0 2 4 3 1 2 6 3 6 2 29

合計 1 8 27 38 45 51 49 90 123 60 492
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③［女性］」不慮の事故、自殺による死亡数（人口動態統計、R2～R6 年の 5 年間の累計） 

   男性と同じく 10～60 歳代では自殺の件数が最も多く、70 歳代以上では溺死･溺水、窒息、転

倒・転落である。 

   なお、男性と比べ 90 歳以上では転倒・転落による死亡数が多い。 

 

 ■[図 3-6]女性の年齢層別の不慮の事故等による死亡数（R2～R6年の 5年間累計） 
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４ 救急搬送に関するデータ(久留米広域消防本部救急搬送データ) 

（１）[図 4-1]救急搬送人員数 

   救急搬送人員数全体及びけがや事故による救急搬送人員数は増加傾向にある。 

 

（２）[図 4-2]人口 10万人当たりの救急搬送人員数（外因及び急病・転院搬送等含む） 

  国や福岡県の値と同様に推移している。（※県は令和６年までのデータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３）[図 4-3]緊急搬送に占める外因（けがや事故）による搬送割合 
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（４）[図 4-4]年齢層別外因による救急搬送人員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）[図 4-5]年齢層別外因による救急搬送の発生率 

  65 歳以上の高齢者の救急搬送の発生率は、令和 4 年以降、高推移となっている。 

    

   

  

 

 

 

 

 

 

（６）[図 4-6]年齢層ごとの受傷原因（R3～R7） 

7～17 歳と 18～64 歳では、「交通事故」の占める割合が 40％以上と高くなっています。 

また、0～6 歳と 65 歳以上では、「転倒・転落」の占める割合が高くなっています。 

さらに特徴として、0～6 歳では「誤飲」、7～17 歳では「運動中のけが」、18～64 歳では「労働 

災害」や「自損行為」が他の年齢層と比較して高くなっています。 
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（７）[図 4-7]年齢層ごとの受傷場所（R3～R7） 

0～6 歳と 65 歳以上では、「住宅」の占める割合が約 60％と高くなっています。 

また、7～64 歳では、「道路」の占める割合が約 50％と高くなっています。さらに特徴として、 

7～17 歳では、「学校等」の占める割合が他の年齢層と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）年齢層ごとの事故種別内訳 

 ①[図 4-8]乳幼児（0～6歳） 

「転倒」はコロナ禍で減少したが、その後増加し、再度減少している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■乳幼児の転倒場所の割合（R3～7年の合計） ■屋内の場所（※R3～7年の合計） 

乳幼児の転倒場所の多くは、屋内である。また、屋内のうち、約 7 割が居室で発生している。 
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 ②[図 4-13]小学生（7～12歳） 

  コロナ禍直後、搬送人員数は増加傾向にあったが、ほぼ同じ搬送人員を保っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③[図 4-14]中高生（13～17歳） 
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④[図 4-15]成人（18～64 歳） 

  最も多い交通事故の搬送数に連動し、搬送数全体が増減している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤[図 4-16]高齢者（65歳以上） 

  救急搬送人員数は増加傾向にある。浴槽での水没を防ぐため、令和 6 年度より医師会と連携して 

ポスターを掲示するなど、ヒートショックの防止について啓発を行った。今後、その効果につい 

て注視していく。 
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  ■[図 4-17]高齢者人口 1万人当たりの事故種別の救急搬送人員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

転倒場所は、60～70％が屋内である。 

  

 

 

 

 

 

 また、10 月から 1 月にかけて転倒による搬送人員数が多くなる。 

  ■[図 4-18]高齢者の転倒場所の割合   ■[図 4-19]月ごとの高齢者の転倒による搬送人員数 

   （R3～7年の合計）  
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（９）[図 4-20]事故種別ごとの搬送人数（全年齢） 

事故種別を見ると、SC の取組を始めた H23 年と同様に、現在も「交通事故」と「一般負傷」 

が圧倒的に多いが、交通事故による搬送は減少し、一般負傷は大幅に増加している。 
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（１０）[図 4-21]事故種別ごとの搬送数（全年齢） 

転倒・転落等による搬送がコロナ禍前より増加している。 
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（１１）事故種別ごとの年齢別内訳 

 ①[図 4-22]交通事故 

  交通事故による救急搬送人員数は、長期的に減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

②[図 4-23]転倒 

 転倒による搬送人員数は、長期的に高齢者が増加傾向にある。 
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③[図 4-24]自損行為 

 自損行為による搬送人員数の約 8 割は成人（18～64 歳）である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③[図 4-25]溺死・溺水 

 溺死溺水による搬送人員数の多くは、高齢者が占めている。 
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（１２）発生場所「浴室（シャワー室、洗面所を含む）」の搬送人員数（65歳以上） 

  ※火災、自損行為は除く  ※外因によるものだけでなく急病等も含む 

 

  ■[図 4-26]月毎の浴室からの高齢者の搬送人員数（R5～R7） 

   冬は搬送人員数が多くなる。 
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５ 交通事故に関する状況 （警察統計） 

 

（１）久留米市の交通事故発生状況 

  コロナ禍で急減した交通事故発生件数は R4 年、R5 年と増加したが、R6 年、R7 年は減少した。 

 ■[図 5-1]久留米市の交通事故発生件数の推移 

 

 ■[図 5-2]人口 10 万人あたりの交通事故発生件数の比較（久留米市、福岡県、全国） 

 

（２）高齢者関連事故について 

 ■[図 5-3]年齢層毎の久留米市の交通事故発生件数の推移 

  高齢者関連の事故数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

3,018 2,992 
3,139 

2,910 2,922 
2,757 

2,479 

2,152 

1,739 

1,319 
1,181 1,195 

1,322 1,257 
1,123 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7(件)

542 522 494 451 423 393 373 341 302 
246 244 241 248 235 233 

859 853 863 
808 780 

731 
680 

610 
525 419 392 389 396 363 342 

995 
980 1,026 

950 954 
899 

809 
703 

570 

433 389 395 438 419 375 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7(件)

全国

福岡県

久留米市

重点分野：交通安全 

3,018 
2,992 

3,139 

2,910 2,922 
2,757 

2,479 

2,152 

1,739 

1,319 
1,181 1,195 

1,322 1,257 
1,123 

683 696 
812 797 814 792 734 676 

538 
427 428 402 438 447 397 

148 158 157 148 131 134 115 82 66 47 61 55 58 54 47 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

全事故件数

高齢者関連事故件数

子ども関連事故件数

（件） 



 

- 22 - 

■[図 5-4]年齢層毎の人口 10 万人当たりの久留米市の交通事故発生件数の推移 

高齢者が関わる交通事故件数は減少傾向にあるが、各年齢層の人口比でみると高齢者関連事故

件数は、久留米市全体の交通事故発生件数を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■[図 5-5]高齢者人口 10 万人当たりの高齢者関連事故件数の比較（久留米市、福岡県） 

人口 10 万人当たりの高齢者関連交通事故の件数は、福岡県の値を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■[図 5-6]高齢者関連事故の発生件数、及び全事故に占める割合 

コロナ禍で発生件数は減少していたが、全事故に占める高齢者関連事故の割合はコロナ禍前よ

り増加しており、久留米市の高齢化率を上回っている。 
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 ■[図 5-7]高齢者が加害者（第一当事者）の事故の件数、及び高齢者関連事故に占める高齢者が加

害者となる事故の割合 

  また、高齢者関連事故に占める高齢者が加害者（第一当事者）となる交通事故の割合は増加傾向

にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 5-8]久留米市の運転免許を保有している高齢者が、第一当事者となった交通事故の件数 
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■[図 5-9]久留米市の運転免許を保有している高齢者が、第一当事者となった交通事故件数 

  （1 万人あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 5-10]福岡県内の歩行者関連交通事故発生状況（R6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■[図 5-11]久留米市の交通事故による死者数 

久留米市内の交通事故による死者のうち、高齢者が占める割合が多かったが、令和 7 年はその割 

合が減少している。 
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【参考】[図 5-11]子どもの人口 10 万人当たりの子ども関連の交通事故発生件数の比較 

（久留米市、福岡県）交通安全教室の実施等により、福岡県との事故数の差が縮まった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（３）自転車関連事故について 

 ■[図 5-12]久留米市の車両別交通事故発生件数等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■[図 5-13]人口 10 万人当たりの自転車関連事故発生件数の比較（久留米市、福岡県） 

  久留米市が福岡県の件数を常に上回っている。 
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■[図 5-14]年齢層毎の自転車関連事故発生件数（R3～R7 年の累計） 

年齢別にみると、自転車関連事故は 10 代の事故件数が突出して多い。 

   

 

 

 

 

 

 

 

■[図 5-15] 久留米市内の 10 歳代の自転車関連事故発生件数及び全自転車事故に占める割合 

 10 歳代の事故のうち、自転車関連の事故の割合は増加している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）近年の事故の傾向 

 ■[図 5-16]自転車や高齢に関連する交通事故 1,000 件当たりの、死亡事故と重傷事故の件数 

  自転車関連の交通事故による死亡事故と、重傷事故の合計件数が、令和 6 年に比べ大きく減少し 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19

381

142

90 80 76 81 85

38

0

100

200

300

400

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上(件)

(件) 

157 148 123 107 75 49 73 71 83 81 73

34.3%
36.7%

33.4%
34.7%

29.9%

24.5%

37.1% 36.6%
37.9%

39.3%
41.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

10歳代の発生件数

全自転車事故に占める割合

23.9 24.4 

19.1 
16.8 16.1 

12.7 13.3 
15.3 16.7 

19.0 

39.0 

44.4 

37.1 
39.0 29.4 

23.0 32.3 
30.6 19.1 

21.8 
24.8 

16.3 
19.5 

15.9 

15.0 

76.1 

72.2 

45.7 58.3 

22.7 

27.8 

34.5 33.3 

21.3 
24.6 

24.0 

25.9 
28.1 

20.4 

39.8 
56.1 

74.6 

63.9 
60.4 

42.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

交通事故全体 自転車関連事故 高齢者の交通事故



 

- 27 - 

（４）シニアカー関連事故について 

  シニアカー関連事故の内容をみると、横断中の事故や対歩行者の事故が起きている。[表 5-17] 

  久留米市では、令和４年、令和６年、令和 7 年に横断中の事故が１件ずつ発生している。 

  全国的にみると、電動車いすの重大事故が発生している。[表 5-18] 

■[表 5-17] シニアカー関連事故件数 

 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

福岡県 ７ ７ １４ ８ ６ 未集計 未集計 

久留米市 ― ― ― １ ― １ 1 

 

■[表 5-18] 消費者庁が発表した電動車いすの重大事故（R5 年～R７年） 

番号 消費者庁 

公表日 

事故 

発生日 

発生地 製品名 被害状況 事故内容 

1 R6.5.24 R6.4.13 愛媛県 電動車いす 

（ハンドル形）  
死亡 1 名  使用者（80 歳代）が当該製品とともに

水路で発見され、死亡が確認。 

2 R6.5.14 R6.4.25 福岡県 電動車いす 

（ハンド ル形） 
死亡 1 名  使用者（70 歳代）が当該製品で走行中、

用水路へ転落し、死亡。 

3 R6.4.12 R6.3.24 宮崎県 電動車いす 

（ハンド ル形） 
死亡 1 名 使用者（80 歳代）が当該製品を使用中、

当該製品ごと田んぼに 転落し、死亡。 

4 R6.4.9 R6.2.16 福岡県 電動車いす 

（ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ形）  
重傷 1 名  使用者（70 歳代）が当該製品を使用中、

歩道から外れ、転倒、負傷した。 

5 R5.12.28 R5.12.15 東京都 電動車いす 

（ハンドル形） 
重傷 1 名 店舗の駐輪場を当該製品で走行中、駐輪

中 の 自 転 車 に 接 触 後 、 自 転

車転倒防止柵に衝突し、転倒、負傷。 

6 R5.10.11 R5.9.22 神奈川県 電動車いす 

（ハンドル形） 
死亡 1 名 当該製品に乗車していた使用者（80 歳

代）が、当該製品とともに山道で転倒し

ているところを発見され、死亡が確認。 

7 R5.8.29 R5.8.4 東京都 電動車いす 

（ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ形）  
重傷 1 名 当該製品を使用中、駅のホームから転落

し、負傷。 

8 R5.7.7 R5.6.18 埼玉県 電動車いす 

（ハンドル形） 
重症 1 名 店舗の駐車場で使用者（70 歳代）が当

該製品を使用中、転倒、負傷。 

9 R5.6.16 R5.5.27 福岡県 電動車いす 

（ハンドル形） 
死亡１名 使用者（80 歳代）が当該製品を使用中、

川へ転落し、死亡。 

10 R5.6.2 R5.5.27 埼玉県 電動車いす 

（ハンドル形） 
死亡１名 使用者（80 歳代）が当該製品を使用中、

踏切内で列車にはねられ死亡。 

11 R5.5.19 R5.4.20 京都府 電動車いす 

（ハンドル形） 
死亡１名 使用者（80 歳代）が当該製品を使用中、

当該製品ごと道に転倒し、病院に搬送

後、入院中に死亡。 

12 R5.4.21 R5.4.10 京都府 電動車いす 

（ハンドル形） 
死亡１名 使用者（80 歳代）が当該製品を使用中、

踏切内で列車にはねられ死亡。 

13 R5.4.4 R5.3.19 山形県 電動車いす 

（ハンドル形） 
死亡１名 使用者（90 歳代）が当該製品とともに

沢で発見され、死亡が確認。 

※消費者庁・国民生活センター等からの消費生活に関する情報より 

※R7 年は、重大事故の報告なし 
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６ 犯罪に関する状況 （警察統計） 

 

（１）一般刑法犯認知件数  

 ■[図 6-1]久留米市の一般刑法犯認知件数の推移 

一般刑法犯の認知件数は減少傾向にあったが令和 3 年以降増加傾向に転じ、令和 5 年にはコロ

ナ禍前とほぼ変わらない件数まで増加した。 

 

■[図 6-2]人口 10万人当たりの一般刑法犯認知件数の比較（久留米市、福岡県、全国） 

また、令和 2 年に国や県の値を下回った人口 10 万人当たりの件数は、令和 5 年には国の値を上 

回り県と同水準にまで増加している。 
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（２）犯罪種別の件数 

 ■[図 6-3]久留米市の一般刑法犯認知件数の犯罪種別毎の割合（R3～R7年） 

一般刑法犯認知件数の約７割が窃盗犯である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 6-4]犯罪種別の久留米市の一般刑法犯認知件数の推移 

令和 2 年以降いずれも増加傾向にあるが、特に窃盗犯の件数が大幅に増加しており、一般刑法犯 

認知件数は全体的に増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）街頭犯罪の認知件数 
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 ■[図 6-5]久留米市の街頭犯罪認知件数の犯罪種別毎の割合（R3～R7年） 

  街頭犯罪の中では、自転車盗の件数が最も多い。 

 

 

■[図 6-6]久留米市の街頭犯罪認知件数の推移 

街頭犯罪の件数は令和２年まで減少傾向にあったが、近年は増加しており、特に自転車盗が大半 

を占めている。令和 7 年は自転車盗が減少し、街頭犯罪全体の件数も減少している。 
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■[図 6-7]人口 10万人当たりの街頭犯罪認知件数の比較（久留米市、福岡県） 

人口 10 万人当たりの街頭犯罪認知件数は福岡県と同水準だが、令和 4 年から 5 年にかけての増 

加率は県の値を上回っている。 

 

 

 

（４）性犯罪の認知件数  ※不同意性交等と不同意わいせつの認知件数の合計 

 ■[図 6-8]人口 10万人当たりの性犯罪認知件数の比較（久留米市、福岡県、全国） 

令和 3 年以降増加傾向にある。 ※R7 の全国の件数はまだ集計されていません。 
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（５）ニセ電話詐欺の被害件数 

新たな手口が次々と発生するため、詐欺の被害件数は増加傾向にあるが、同時に詐欺阻止件数も 

増加している。 

■[図 6-9]久留米市のニセ電話詐欺の被害件数と阻止件数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[表 6-10]久留米市のニセ電話詐欺の被害者内訳（R7） 

  ニセ電話詐欺の被害にあっている 60～80 歳代については、出前講座等を活用し、予防を呼びか 

けている。 
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■[表 6-11]久留米市のＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害者内訳（R7） 

  被害の大半を占める 40～50 歳代へ、直接防止を呼び掛ける術がない。引き続き、Instagram や 

LINE 等を活用して情報発信を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[表 6-12]福岡県と久留米市の詐欺被害発生状況の内訳（R7） 

  SNS 型ロマンス詐欺の被害額が多い。 

久留米市 

 R2 R3 R4 R5 R６ R７ 

ニセ電話詐欺 
認知件数（件） 11 22 15 25 9 ３８ 

被害額（千円） 14,368 34,185 29,344 48,822 28,434 85,200 

SNS 型投

資・ロマンス

詐欺 

認知件数（件） － － － － 20 2３ 

被害額（千円） － － － － 214,795 490,846 

福岡県 

 R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

ニセ電話詐欺 
認知件数（件） 201 329 368 576 849 1,239 

被害額（千円） 388,540 764,600 922,830 1,331,050 2,331,517 5,489,720 

SNS 型投

資・ロマンス

詐欺 

認知件数（件） － － － － 664 ７６１ 

被害額（千円） － － － － 6,941,467 8,０１6,240 
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（６）小学校区別の犯罪認知件数 

 ■[図 6-13]久留米市の小学校区毎の犯罪認知件数（R7） 

繁華街、大規模商業施設、乗降客の多い駅が所在する校区の件数が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■[図 6-14]小学校区別の犯罪認知件数の比較（H23と R7） 
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 ※H23 年と R7 年の列の黄色のセルは、上位５校区 

 ※増減率の列の黄色のセルは減少率が低い 3 校区、赤色のセルは増減率が高い３校区 

差引 増減率％

西国分 248 74 ▲ 174 ▲ 70

荘島 65 19 ▲ 46 ▲ 71

日吉 323 260 ▲ 63 ▲ 20

篠山 98 56 ▲ 42 ▲ 43

京町 67 27 ▲ 40 ▲ 60

南薫 262 161 ▲ 101 ▲ 39

鳥飼 145 58 ▲ 87 ▲ 60

長門石 87 38 ▲ 49 ▲ 56

小森野 54 24 ▲ 30 ▲ 56

金丸 324 139 ▲ 185 ▲ 57

東国分 185 74 ▲ 111 ▲ 60

南 212 91 ▲ 121 ▲ 57

御井 240 161 ▲ 79 ▲ 33

山川 78 39 ▲ 39 ▲ 50

合川 506 281 ▲ 225 ▲ 44

上津 312 138 ▲ 174 ▲ 56

高良内 83 41 ▲ 42 ▲ 51

宮ノ陣 100 41 ▲ 59 ▲ 59

山本 25 12 ▲ 13 ▲ 52

草野 13 10 ▲ 3 ▲ 23

荒木 193 74 ▲ 119 ▲ 62

大善寺 190 74 ▲ 116 ▲ 61

安武 64 28 ▲ 36 ▲ 56

善導寺 82 25 ▲ 57 ▲ 70

大橋 15 5 ▲ 10 ▲ 67

青峰 38 0 ▲ 38 ▲ 100

津福 184 80 ▲ 104 ▲ 57

田主丸 44 40 ▲ 4 ▲ 9

水分 14 9 ▲ 5 ▲ 36

川会 13 5 ▲ 8 ▲ 62

柴刈 8 6 ▲ 2 ▲ 25

船越 13 6 ▲ 7 ▲ 54

竹野 10 10 0 0

水縄 9 14 5 56

北野 41 30 ▲ 11 ▲ 27

弓削 24 7 ▲ 17 ▲ 71

大城 16 15 ▲ 1 ▲ 6

金島 13 7 ▲ 6 ▲ 46

城島+下田+浮島 52 26 ▲ 26 ▲ 50

青木 15 10 ▲ 5 ▲ 33

江上 22 14 ▲ 8 ▲ 36

犬塚 38 29 ▲ 9 ▲ 24

三潴 53 25 ▲ 28 ▲ 53

西牟田 12 6 ▲ 6 ▲ 50

計 4,590 2,289 ▲ 2,301 ▲ 50

R7
H23-R7年対比

H23校区名
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（１）児童相談件数の推移 

 ■[図 7-1]児童虐待対応件数及び児童相談対応件数の推移 

  児童相談、児童虐待対応件数ともに増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）虐待の種類別件数 

 ■[図 7-2]虐待の種類別の児童虐待対応件数の推移 
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（３）虐待者別割合 

  セーフコミュニティの取組を始めた当初は、虐待者の約 7 割が実母であった。 

その後、虐待者の約 6 割が実母によるものであるが、近年は父親による虐待も認知されている。 

 ■[図 7-3]児童虐待対応件数のうち、虐待者別の割合 

 

 

 ■[図 7-4]虐待者別の虐待対応件数の推移 
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（４）[図 7-5]児童虐待の種類別・年齢別対応件数（R6） 

 

（５）[図 7-6]児童虐待対応件数の年齢別割合（R2-R7 の 5 年間） 

  就学前の乳幼児に対する虐待が約半数を占めている。 

 

（６）経路別の虐待相談受付件数 

 ■[図 7-7]経路別の児童虐待相談受付件数（R4～R6 からの 3 年間） 
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 ■[図 7-8]経路別の児童虐待相談受付件数の推移（R4、R5、R6） 

「SOS の出し方教室」の実施等により、学校での児童虐待の相談受付件数が増加している 

と推測される。 
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８ 児童のけが等に関する状況  
   （日本スポーツ振興センター災害給付データ、久留米市教育委員会等統計等） 
 

（１）[図 8-1]小学校におけるけがの発生件数と発生率（けがの発生件数／児童数） 

  市内の小学校での児童のけがの発生率は全国の値を上回っている。 

 

 

 

（２）[図 8-2]小学校における学年別のけがの発生件数と発生率（R2～R6 累計） 
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（３）[図 8-3]小学校におけるけが発生時の状況（R2～R6 年合計） 

  体育の授業を除くと、けがのほとんどは休憩時間に発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）[図 8-4]校舎内における小学校の休憩時間中のけがの発生場所の割合（R2～R6 合計） 

  休憩時間のけがの多くは、教室で発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）[図 8-5]小学校における月別のけが発生件数（R2～R6 合計） 
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（６）児童の意識（あんぜんアンケート） 

 ■[図 8-6]校舎内で安全にすごすためのルールを守っているかとの質問への回答 

  令和元年から令和 7 年にかけて、「知っているし、守っている」と答えた割合は増加している。 

  しかし、約 5 人に 1 人は「知っているが、守っていない」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）[図 8-7]不審者情報の報告件数の推移（久留米市学校教育課統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）[図 8-8]児童 1,000 人あたりの小学校の    （９）[図 8-9]久留米市の小学校における 

   いじめの認知件数                       いじめの認知件数と解消率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76%

約

23%

約1%

R7

知っているし、守っている

知っているが、守っていない

分からない

57%

約

41%

約2%

n＝６,１７4 n＝7,696 

R１ 

(%) (件) 

67 

80 
89 

97 
102 

31 
37 

47 48 
59 47 

111 

159 

191 
181 

0

60

120

180

240

R2 R3 R4 R5 R6
(件)

全国（国公私立）

福岡県（公立）

久留米市

806 

1,888 

2,720 

3,220 
3,016 

77%

83% 82%
78%

73%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

R2 R3 R4 R5 R6
(件)

認知件数 解消率

(件) 



 

- 43 - 

 

8.9% 8.2% 8.8%
7.4%

9.4%
8.1% 8.1% 7.2% 6.9% 6.2%

4.6%
5.7% 5.0%

2.8%
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

高齢者人口1万人あたり虐待発生件数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

R1

R2

R3

R4

R5

R6

ケアマネジャー 民生委員 医療機関 サービス事業所 被虐待者 虐待者

家族・親族 警察 久留米市 近隣住民 その他

９ 高齢者虐待に関する状況 （長寿支援課集計） 

（１）[図 9-1]高齢者虐待に関する相談件数と認定件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 9-2]高齢者人口 1 万あたりの虐待発生率の推移 

  長期的には減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）[図 9-3]経路別の相談・通報件数の割合 

相談・通報の約４割が、ケアマネジャーや民生委員など地域の関係者からの通報である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点分野：高齢者の安全 
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（３）[図 9-4]被虐待者の認知症の割合 

  被虐待者の 6 割に認知症の症状がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）[図 9-5]虐待者の割合 

  虐待事例の多くが、同居親族によるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

R1

R2

R3

R4

R5

R6

有 無 不明



 

- 45 - 

 

872 817 780

1151

1303

1160 975
733

1201

1346

1694

1479

1805

1,585 

1,522 

461
391 510

509

511
638

566

692

572

707

1040

736

707

745 850 

1,333 
1,208 

1,290 

1,660 

1,814 1,798 

1,541 
1,425 

1,773 

2,053 

2,734 

2,215 

2,512 

2,330 2,372 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

男女平等推進センター 家庭子ども相談課 合計

6

13 14 12

22
27

14 12
7

13
18

3

1
3 5

10

9

23

11

7

7

7

3

2

1 3

2

3
4

1

0

10

20

30

40

50

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

医療機関 学校等 保健所

１０ ＤＶに関する状況 

（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計）                        

 

（１）[図 10-1]DV の相談件数（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）[図 10-2]他の機関から相談に繋がった件数（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計） 

他機関からの相談件数は令和 4 年度以降減少していたが、令和 6 年以降増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点分野：犯罪・暴力の予防 
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（３）[図 10-3]DV を受けた経験がある人の割合（久留米市男女平等に関する市民意識調査） 

   DV を受けた経験がある人の割合は減少傾向にあるが、現在もなお、約５人に 1 人の女性がパ

ートナーから暴力を受けた経験を持っている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）[図 10-4]「男は仕事、女は家庭」という考え方に関する割合 （久留米市男女平等に関する市民意識調査） 

   「同感する」と「ある程度同感する」を合わせた“同感する”の割合が減少している。 
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１１ 自殺に関する状況 （人口動態統計） 

（１）[図 11-1]久留米市の自殺者数の推移 

  令和 2 年に増加した男性の自殺者数は、コロナ禍前の水準まで減少している。 

  女性の自殺者数は、令和元年以降同水準で推移している。 

 

 

（２）[図 11-2]人口１０万人当たりの自殺死亡率 
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重点分野：自殺予防 
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（３）[図 11-3]年齢・性別ごとの過去５年間の自殺者の状況（R2-R6） 

  40～50 歳代の男性の自殺者数が多くなっている。 
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１２ 災害に関する状況  

（1）[図 12-1]久留米市における近年の豪雨災害（気象庁、防災対策課記録等） 

  ６年間で６回の大規模な浸水被害が発生。 

  数十年に一度の特別警報が７年で５回（H29 年 7 月九州北部豪雨含む）。 
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重点分野：防災 


